
２
０
１
５
年
春
闘
に
お
け
る

国
労
の
課
題
は
、
国
民
生
活
、

産
別
、
職
場
、
地
域
の
課
題
・

要
求
を
掲
げ
、
安
全
輸
送
の
確

保
、
労
働
条
件
改
善
と
組
織
拡

大
と
結
合
し
て
闘
い
と
な
り
ま

す
。

溜
め
込
ん
だ
内
部
留
保
の
国

民
へ
の
還
元
、
大
幅
賃
上
げ
で

生
活
改
善
と
消
費
不
況
か
ら
の

脱
却
、
日
本
社
会
の
貧
困
と
格

差
の
根
絶
・
是
正
、
消
費
税
増

税
反
対
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
、
原
発

再
稼
働
反
対
、
原
発
依
存
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
、
労

働
ビ
ッ
ク
バ
ン
反
対
な
ど
働
く

ル
ー
ル
の
確
立
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
医
療
・
年
金
制
度
の
確

立
な
ど
で
闘
い
を
大
き
く
広
げ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
安
倍
政
権
が
進
め

る
憲
法
改
悪
「
戦
争
す
る
国
づ

く
り
」
の
危
険
な
暴
走
に
ス
ッ

ト
プ
を
か
け
る
こ
と
が
重
要
な

闘
い
と
な
り
ま
す
。

国
労
本
部
は
、
次
期
中
央
委

員
会
で
方
針
決
定
を
確
立
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
労
働

者
と
グ
ル
ー
プ
関
連
労
働
者
の

結
び
つ
き
を
強
め
、
均
等
待
遇

実
現
や
労
働
条
件
の
底
上
げ
に

向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
本
体
へ

の
賃
上
げ
要
求
と
併
せ
た
、
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
要
求
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
機
関
会
議

を
さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
当
面
、
職
場
で

取
り
組
む
８
月
の
賃
金
を
基
本

に
「
賃
金
・
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を
実
施
し
、
集
約
結

果
を
も
と
に
職
場
討
議
を
行
い
、

次
期
中
央
委
員
会
で
統
一
要
求

を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
職
場
か
ら
春
闘
を
闘
う
態
勢

確
立
を
は
か
り
「
一
職
場
一
要

求
」
「
要
求
支
持
署
名
」
な
ど

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
全
体
的

な
闘
い
の
足
場
を
作
り
あ
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

２０１４年９月１０日 こくろう み と 第２１号

賃

金

・

生

活

実

態

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

Ｇ

Ｄ

Ｐ

が

大

幅

減

少

安心して暮らせる
賃上げを勝ち取ろう

全
組
合
員
が
一
丸

と
な
り
、
組
織
拡

大
に
全
力
を
あ
げ

よ
う
。
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４
月
の
消
費
税
増
税
で
家
計
消

費
の
落
ち
込
み
は
戦
後
最
大
級
と

な
り
ま
し
た
。
４
月
～
６
月
期
の

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
前
期

比
６
・
８
％
減
少
し
ま
し
た
。
ま

ず
、
労
働
者
の
賃
金
が
上
昇

し
な
い
と
解
決
し
ま
せ
ん
。

国
内
総
生
産
の
大
幅
マ
イ

ナ
ス
は
、
日
本
経
済
の
悪
化

を
数
字
で
は
っ
き
り
示
し
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
、
賃
金

が
増
え
な
い
の
に
物
価
だ
け

上
昇
し
、
実
質
賃
金
の
減
少

が
続
い
て
い
ま
し
た
。
２
０

１
４
年
４
月
か
ら
消
費
税
８

％
増
税
と
な
り
、
景
気
が
落

ち
込
む
の
は
当
然
で
す
。

安
倍
政
権
は
、
円
安
で
輸
出
が

増
え
、
大
企
業
の
利
益
が
下
請
け

や
従
業
員
に
回
る
「
ト
リ
ク
ル
ダ

ウ
ン
」
（
し
た
た
り
落
ち
る
）
効

果
で
、
家
計
も
潤
う
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
親
会
社
は
も

う
か
る
が
、
国
内
の
下
請
け
会
社

に
は
利
益
配
分
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

や
は
り
、
賃
金
が
上
昇
し
な
け
れ

ば
」
ダ
メ
で
す
。

今
や
ら
ね
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

は
、
賃
金
を
上
げ
る
政
策
を
と
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
安
倍
政
権
は
、

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
や
更
に
賃
金
を

下
げ
よ
う
と
目
論
ん
で
い
ま
す
。

全
く
政
策
が
反
対
で
す
。
ま
し
て

や
１
０
％
消
費
税
増
税
は
と
ん
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ー
ト
・
契
約
・

関
連
労
働
者
の
賃
金
改
善
に
向
け

２
０
１
５
年
春
闘
を
全
職
場
で
組

織
化
を
め
ざ
し
、
創
意
工
夫
し
た

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

管財人を断罪 完璧な勝利判決

本日 8 月 28 日、東京地裁は、東京都労働委員会が日本

航空に対して「不当労働行為」と認定した事件について、

日本航空側の主張を退け、都労委の命令通り「不当労働行

為」との判決を下しました。

地裁判決は「支援機構の正式な見解」として「整理解雇

を争点とする争議権が確立された場合、それが撤回される

まで、再生計画案で予定されている

３５００億円の出資をすることが

できない」とする発言が、不当

労働行為であるとし、日航が求

めた都労委命令取消の請求を退

けました。 判決はことごとく

会社主張を退ける内容であり、ほ

ぼ完璧な勝利判決でした。


